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▲交通事故を想定した救助訓練

統計で見る京丹後の実態
　昨年は、福知山花火大会露店爆発事故や特別警報が発令された台風
１８号など、府内で大規模な災害が発生しました。身近な危険物の怖さ
や、自然災害の脅威をさらに感じた年ではなかったでしょうか。
　幸い、京丹後市ではそのような大規模な災害は発生しませんでしたが、
水難事故やトンネル崩落事故などをはじめ、死傷者の出る災害もいくつ
か発生しました。近年は、災害の形態も複雑多様化しており、消防の果
たす役割も益々重要となってきました。安心・安全のまちづくりの実現
に向け、今後も職員一同全力で取り組んでまいります。

「安心・安全」なまちづくりに向けて

消防長
　吉田 件

けん
昨
さく

　
救
助
出
動
件
数
は
35
件
で
し
た
。

　

交
通
事
故
に
よ
る
出
動
が
19
件

と
半
数
以
上
を
占
め
、
水
難
事
故

は
６
件
、
そ
の
他
の
出
動
は
10
件

で
し
た
。そ
の
他
の
出
動
の
中
に
は
、

平
成
25
年
４
月
に
大
宮
町
で
発
生

し
た
掘
削
工
事
中
の
ト
ン
ネ
ル
崩

落
事
故
が
含
ま
れ
ま
す
。

　

死
者
は
７
人
で
、
そ
の
う
ち
４

人
は
水
難
事
故
に
よ
る
も
の
で
し

た
。
水
難
事
故
は
、
平
成
23
年
に

６
件
、
24
年
に
７
件
発
生
し
て
お

り
、
毎
年
死
者
が
出
て
い
ま
す
。

　

波
が
高
い
と
き
や
体
調
が
す
ぐ

れ
な
い
と
き
は
、
海
水
浴
を
控
え
、

事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
救
急
件
数
は
前
年
か
ら
55
件
減

少
の
２
４
８
１
件
で
し
た
。
最
も

出
動
が
多
か
っ
た
日
は
８
月
12
日

で
、
22
件
出
動
し
ま
し
た
。
急
病

が
１
５
４
５
件
（
全
体
の
約
62
％
）

と
半
数
以
上
を
占
め
、
一
般
負
傷
は

３
３
７
件
（
全
体
の
約
14
％
）
交

通
事
故
２
３
１
件
（
全
体
の
９
％
）

で
し
た
。ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
要
請
は
、

過
去
最
多
の
１
０
３
件
で
し
た
。

　

救
急
車
に
よ
る
搬
送
人
員
は

２
３
８
３
人
で
し
た
が
、
こ
の
う
ち

約
45
％
は
入
院
を
要
し
な
い
軽
症

で
し
た
。

　

引
き
続
き
、
救
急
車
の
適
性
利

用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
消
防
本
部
で
は
、
心
肺
蘇
生

法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
、
け
が
へ
の

対
応
な
ど
の
応
急
手
当
を
習
得
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
救
急

講
習
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
昨
年

は
１
０
２
回
開
催
し
、
２
３
９
８

人
が
受
講
し
ま
し
た
。
も
し
も
の

と
き
に
備
え
て
、
あ
な
た
も
応
急

手
当
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　

詳
し
く
は
、
峰
山
消
防
署
救
急

係
（
６
９
‐
０
１
１
９
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

火災で死者1人、負傷者10人

　　毎年死者が発生

ドクターヘリの要請過去最多103件 平成 25 年中の市内の火災発生状況や救急救助活動など、消防・防災に関する各種の統計調査結果をお知らせします。

付けていますか
住宅用火災警報器
月に一度は動作点検

　
１
１
９
番
受
信
件
数
は
、
前
年

か
ら
56
件
減
の
３
４
８
４
件
で
し

た
。
こ
の
う
ち
、
問
い
合
わ
せ
、

い
た
ず
ら
な
ど
「
目
的
外
」
の
受

信
が
７
３
４
件
（
全
受
信
件
数
の

21
％
）
で
し
た
。

　
１
１
９
番
は
緊
急
通
報
専
用
の

電
話
番
号
で
す
。
本
当
に
命
に
か

か
わ
る
通
報
が
受
信
で
き
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ

せ
な
ど
は
、「
☎
６
２-

０
１
１
９

番
」
へ
お
か
け
く
だ
さ
い
。

問い合わせは62-0119 番へ ２
割
強
が
目
的
外

　　
通
信

3，484件

◀▲昭和 46 年製
造の低圧進相コン
デンサ

▲標識等を伝えるの
も効果的です

▲過去５年間の火災件数
▼地域別火災発生状況

▲過去５年間の救急件数

　

平
成
25
年
中
の
火
災
件
数
は
20

件
で
、
前
年
か
ら
７
件
減
少
し
ま

し
た
。

　

建
物
火
災
が
全
体
の
７
割
の
14

件
、
林
野
火
災
が
１
件
、
車
両
火

災
が
１
件
、
そ
の
他
火
災
が
４
件

で
し
た
。

　

火
災
に
よ
る
死
者
は
１
人
で
、

前
年
か
ら
２
人
減
り
ま
し
た
が
、

負
傷
者
は
前
年
か
ら
４
人
増
加
の

10
人
と
な
り
ま
し
た
。

　　

建
物
火
災
の
出
火
原
因
は
、「
電
気

装
置
」（
低
圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
）
に

よ
る
も
の
が
最
も
多
く
、
３
件
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
低
圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
の
火
災
は
全

国
的
に
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
京

丹
後
市
内
で
も
平
成
22
年
に
２
件
、
23

年
に
１
件
発
生
し
、
近
年
の
主
な
出
火

原
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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1419141711

8

74

1

前
年
比
７
件
減
少

１
日
最
多
22
件
出
動

過
去
３
年
で
水
難
20
件

　　
火
災

コ
ン
デ
ン
サ
火
災
が
３
件

　　
救
助

　　
救
急

20件

35件

２，481件

　「低圧進相コンデンサ」とは？
　低圧進相コンデンサは、業務用冷蔵庫や
モーター等を使用する電気機器の力率を改
善し、電力の無駄を省く機器として、店舗や
作業場などで使用されています。京丹後市
内では、特産品である丹後ちりめんの製造に
使われる織機にも多くの低圧進相コンデン
サが使用されています。

　古いコンデンサは発火の危険
　昭和50年（1975 年）以前に製造された
低圧進相コンデンサは保安装置が内臓され
ておらず、また、長期間の使用に伴う経年劣
化により、火災を起こす危険性があります。
　昨年市内で発生した低圧進相コンデンサ
の火災は、いずれも昭和50年以前の製造
品からの発火によるものでした。

　自宅工場で確認を
　消防本部では、低圧進相コンデンサによ

る火災の注意喚起のため、市内の織物工場
を中心に、計７２９軒を戸別訪問しました。
　その結果、設置されている低圧進相コン
デンサの約半数は、発火危険の高い昭和
５０年以前に製造されたものでした。
　織機や業務用冷蔵庫等を設置している方
は、必ずコンデンサの製造年を確認して下さ
い。昭和５０年以前に製造されたコデンサを
使用している場合は、早急に使用を停止し、
取り替えをお願いします。

　　
昨
年
の
１
１
９
番
通
報
の
25
％
は
携

帯
電
話
か
ら
の
通
報
で
、
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。
携
帯
電
話
か
ら
通
報
す
る

場
合
は
、
場
所
を
特
定
す
る
の
に
時
間

が
掛
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
災

携
帯
か
ら
の
通
報
は
目
印
を

害
場
所
や
目
印
と
な
る
建
物
、
標
識
な

ど
を
確
認
し
、
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

コンデンサ火災に注意


